
議案第６１号　参考資料

施設名 所管部課

所在地

条例

施設概要（主な施設）

指定期間

募集方法 応募者数

所在地

団体名

代表者

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

¥58,514,000 ¥60,914,000 ¥60,248,000 ¥61,018,000 ¥63,506,000

提案内容（自主事業
等）

その他特記事項等

一般市民

学識を有する者

市職員

開催日 開催場所

第１回選定委員会 令和3年9月17日
交野市立世代間
交流センター

第２回選定委員会 令和3年10月15日
交野市立世代間
交流センター

選定委員の主な意見

福祉部　福祉総務課

・ＳＮＳを利用し、多くの情報の発信をし、その情報が目に留まる工夫を願う。
・障がい者等の自立支援として様々なアイデアを自主事業で実現しており、今後も空間を最大
限に活用することに期待したい。
・施設を拠点として、地域資源を活用した地域福祉の推進、世代間交流への取り組みが期待
できる。

交野市立保健福祉総合センター条例

議題

１．委嘱状の交付等
２．委員長・副委員長の選任について
３．諮問について
４．指定管理者制度の概要及び委員会の所掌事務につ
いて
５．指定管理者候補者選定の方針、指定管理者仕様書
及び選定基準表について

１．指定管理者候補者選定基準等について
２．指定管理者申請者によるプレゼンテーション及びヒア
リングについて
３．審査選定

令和4年4月1日～令和9年3月31日（5年）

¥304,200,000 （参考：現行の指定管理料　\281,653,290/5年）

指定管理者候補者選定委員会の審査概要及び結果

小林　祐子（公募） 平田　泰史（区長）

小寺　鐵也（学識） 曽我部　崇（税理士）
選定委員名簿
（◎は委員長、○は副
委員長）

提案指定管理料（円）

福祉部 福祉総務課

交野市天野が原町５丁目５番１号

交野市立世代間交流センター

◎艮　幸浩（福祉部長） ○濱中　嘉之（環境部長）

会議室、研修室、和室、調理実習室、運動療法室、多目的ホール、交流ホール、弓道場

非公募 １者

指定管理者候補者

大阪府交野市天野が原町５丁目５番１号

社会福祉法人 交野市社会福祉協議会

会 長　　前 波  艶 子

○　当該センターを拠点として、地域包括支援センターやボランティアセンター等と協働し、災害
関連講座、当事者活動の場・子どもの居場所づくり等について、ネットワークを活かし実施。
○　福祉教育、福祉人材育成、世代間交流推進を機会とした、当該センターの利用促進。



審査結果

選定基準 審査項目 配点
社会福祉法人

交野市社会福祉協議会

①団体の理念・経営方針 5点×6人 28

②施設の管理に係る基本
方針

5点×6人 27

③事業運営計画 5点×6人 27

④個人情報の保護や情報
公開の取り扱い

5点×6人 29

⑤緊急時の対応 5点×6人 24

①施設の効率的な運営 5点×6人 26

②自主事業の取組み 5点×6人 24

③収支計画 5点×6人 23

①管理体制 5点×6人 22

②人材育成・研修計画 5点×6人 23

③雇用計画 5点×6人 23

④団体の経営状況 5点×6人 27

①運営実績 5点×6人 27

②提案 5点×2×6人 50

③障がい者や高齢者等の
雇用への配慮
④省エネルギー省資源等
の環境への配慮

80点×6人 406

¥304,200,000指定管理料（5年合計）

265点×6人

⑴公の施設の運営
が、利用者の平等な
利用の確保及びサー
ビスの向上が図られ
るものであること。

⑵公の施設の設置の
目的に即し、その管
理を効果的かつ効率
的に行うことができ
るものであること。

⑶公の施設の管理を
安定して行う人員、
能力を有しているも
のであること。

⑷その他市長等が施
設の性質に応じて別
に定める基準

合計点数（満点の60%以上が必要）


